
工学研究科

環境土木工学専攻 Graduate Program in Civil and 
Environmental Engineering

博士前期課程
科目群の学習・教育目標 前学期 後学期

１
年
次

１
年
次
・
２
年
次

①環境土木工学分野の深い知識と応用力が身につく
②環境土木工学分野の技術的問題に対し、課題を抽
　出・設定し、それを解決する能力が身につく
③文献調査・実地調査など、従来技術の調査手法が
　身につく
④国内外のコミュニケーション能力、技術者・研究
　者としてのリーダーシップ能力など、社会におけ
　る人間力が身につく

環境土木工学専攻における入門・基盤・
応用・モジュール科目の学習・教育目標：

入門科目

各種材料を用いた構造物の合理的な設計手法および
その施工法や適切な保全方法について学び、構造工
学・地盤工学に関するより高度な構造物設計に対応
できる能力が身につく。

構造物設計工学研究系の学習：

基盤科目

流域の水循環機構とその地域特性、最近の地球環境
変動と豪雨・洪水の関係とその予測、水災害危険度
の将来予測、地下水汚染に係わる地下水の流動機構、
海岸の環境保全、海浜流の発生機構・漂砂機構とそ
の防止などについて学び、高度な水環境問題に対応
できる能力が身につく。

水環境工学研究系の学習：

応用科目

ＩＴおよびＩＣＴを駆使した近未来型ユビキタス社
会の創生に関する技術、位置情報と時間をコアとし
た二次元、三次元および時間軸を加えた四次元の地
形および建物デジタルデータを作成し、効率的な社
会基盤の構築と維持およびリアルタイム更新手法を
学び、高度な地理空間情報社会の構築・更新に対応
できる能力が身につく。

情報計画研究系の学習：

モジュール統合科目

国内外にある社会基盤整備の計画・施工・維持管理
および防災を効率的に進めるためのマネジメント手
法を学び、建設事業の各段階における問題点を把握
し、それらに対する解決策を提案できる能力が身に
つく。

建設マネジメント研究系の学習：

専修科目（修士研究）

防災計画・管理特論　　　　　　　 2

構造力学特論　　　　　　　　　　 2

地理空間情報特論　　　　　　　　 2

地盤工学特論　　　　　　　　　　 2

水環境特論　　　　　　　　　　　 2

構造設計学特論　　　　　　　　　 2

環境土木工学統合特論Ⅰ　　　　　 4

建設マネジメント研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8

情報計画研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8

水環境工学研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8

構造物設計工学研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8

環境土木工学統合特論Ⅱ　　　　　 4

国際開発特論　　　　　　　　　　 2

特別科目

環境土木工学専攻特別講義Ⅱ　　　※

副専修セミナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2

インターンシップ A　　　　　　　 1

環境土木工学専攻特別講義Ⅰ　　　※

環境土木工学専攻特別講義Ⅲ　　　※

インターンシップ B　　　　　　　  1

博士後期課程
前学期 後学期

特殊研究

主要科目
環境土木工学特論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2企業価値とイノベーション　　　　　　　　　　　　　　　　　 2

特別科目
リサーチインターンシップ　　　　　　　　　　　　　　　　　 4

１
年
次
・
２
年
次
・
３
年
次

建設マネジメント特殊研究

情報計画特殊研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

水環境工学特殊研究

構造物設計工学特殊研究

〈学習・教育目標〉
　自然環境と調和を図りながら、国内外の社会基盤を効率的に計画・
設計・施工し、それらを適切に維持管理することができ、整備効果
についても評価することができる総合的な実践的能力を持った高度
な環境土木技術者・研究者を育成する。さらに社会状況の変化を的
確に判断し、国民に安全・安心で快適な社会生活を提供するために、
自ら考え行動する高度な環境土木技術者・研究者としての人間力も
養成する。

環境土木工学統合特論Ⅲ　　　　　 4

※特別講義の開講期・単位数はその
　都度定める

 4



工学研究科

環境土木工学専攻 Graduate Program in Civil and 
Environmental Engineering

博士前期課程

構造物設計工学研究 8 単位　Structural Design
　国内外の各種社会基盤を効率的・合理的に設計・施工・保全することは、極めて重要な社会的要求である。そのために、
各種の材料を用いて建設された構造物について、それらの合理的な設計法、施工法および維持管理法について最新の知見を
学び、高度な構造物設計に対応できる高度専門技術者・研究者の育成を目指す。

専修科目

水環境工学研究 8 単位　Water Environment Engineering
　環境土木工学の中の、水に関する分野、特に、流体力学、水理学、水文学、河川工学、海岸工学、港湾工学、環境工学に
おける、流出解析、洪水予測、砕波の力学、海浜変形、環境変化予測、環境影響評価について、いままでの研究者とは異な
るアイデアに基づいて、その現象を力学的に解明し、それを実験や計算値と比較する。

情報計画研究 8 単位　Mapping and Geospatial Information
　インターネットが浸透し、いつでも、どこでも、だれでも、どんなものからでも情報社会に接続できるユビキタス社会が
到来している。現実の都市空間を三次元もしくは時系列を加えた四次元情報として構築することは、環境モニタリング、災
害復旧、文化財保護、都市開発計画などに有用に活用できる。そのために、空間情報に関する最新のＩＴやＩＣＴを駆使し、
三次元空間を含む高度な地理空間情報の取得・作成・利活用に関する技術に関して学び、高度な情報計画に対応できる高度
専門技術者・研究者の育成を目指す。

建設マネジメント研究 8 単位　Civil Engineering Management
　建設事業の効率化が求められる中、国内外の社会基盤整備を効率的に計画・設計・施工・維持管理するための科目である。
そのために、建設事業の各段階における問題点を把握し、それらに対する解決策を研究する。

目標：自らの研究目標を策定し、目標に向かって計画を遂行できる。国内外の学会、シンポジウム、国際会議に発表できる。
先端的な論文を調査・収集し、熟読することにより自らの研究の参考にできる。

目標：主に、英文の文献が読むことができる。流体現象を表す力学方程式を導きかつ、理解することができる。自分の考え
を日本文にまとめることができる。

目標：自らの研究目標を策定し、目標に向かって計画を遂行できる。国内外の学会、シンポジウム、国際会議において発表
できる。空間情報工学に関する英文論文を読み日本語でプレゼンテーションができる。先端的な論文を調査・収集し熟読す
ることにより自らの研究の参考にできる。

目標：さまざまな社会基盤を効率的に計画・設計・施工さらには維持管理するための最新かつ高度な技術を創造できる。



工学研究科

環境土木工学専攻 Graduate Program in Civil and 
Environmental Engineering

博士前期課程

国際開発特論 2 単位　International Development
　国際社会における日本の役割を理解し、国際協力および国際貢献のしくみと方法を学ぶ。日本と開発途上国の社会基盤の
整備状況を知ることで、日本の果たすべき役割を考察する。また、環境土木分野における日本の国際協力・国際開発の実績
を調査する。実際の国際開発プロジェクトをケーススタディとして、国際開発における調査・設計・開発スキームおよび評
価方法を学び、現状の課題について考察する。これらのケーススタディを通し国際開発についての理解を深める。

入門科目

防災計画・管理特論 2 単位　Planning and Management for Natural Disaster Prevention
　自然災害の種類と特徴を学ぶ。加えて、防災計画の立案とその適切な運用についても学ぶ。特に、地盤や河川の基本的な
工学的特性や挙動の修得こそが適切な計画・管理にとって不可欠となることを強調する。

目標：国際社会における日本の役割を理解し、国際協力など国際貢献のしくみと方法を説明できる。国際開発の調査・設計・
開発スキームおよび評価方法を説明できる。国際開発における現状の課題について意見を述べることができる。

目標：災害外力の基本である極値分布とその設計法への導入方法について理解できる。特に、地盤災害の予知法を骨子とす
る防災計画の立案や緊急時の管理手法について学ぶことができる。実務者にとって重要となる災害時の応急復旧および本復
旧対策法が学ぶことができる。最近の地震災害が注目される中、具体的な地震特性と地盤挙動の関連を学ぶことができ、そ
の耐震設計手法についても理解できる。



工学研究科

環境土木工学専攻 Graduate Program in Civil and 
Environmental Engineering

博士前期課程

構造力学特論 2 単位　Advanced Structural Mechanics
　学部で行った構造力学関係の科目内容を補充する。先ず、構造物の弾性変形として、仕事、ひずみエネルギー、仮想仕事
の原理、カスチアノの定理、相反作用の定理などを学習する。そして、仮想仕事の原理による不静定ばりや不静定トラスの
具体的な解法を学習する。さらに、たわみ角法における角方程式の適用法、および 3 連モーメントを学習する。

基盤科目

地盤工学特論 2 単位　Advanced Geotechnical Engineering
　わが国の主要都市の多くは軟弱な沖積平野に位置している。このような地盤に係わる場合、基礎地盤や切盛土斜面の破壊
に対する安定・支持力問題と盛土や構造物あるいは周辺地盤の沈下・変形問題に苦慮することが多い。したがって、計画、
設計、施工いずれの分野の業務を担当する場合でも軟弱地盤を構成する粘土や有機質土からなる地盤の力学的特性を十分理
解しておく必要がある。講義では、圧密・せん断強度に関する基礎理論と現場事例よりその設計施工上の問題点について講
義する。

目標：仮想仕事の原理に基づく弾性方程式を用いて、不静定構造物の具体的な解法を説明できる。さらに、静定・不静定構
造物の断面力を計算することができ、正確な断面力図を描いて説明できる。

目標：圧密と強度増加の基礎理論について理解し、説明ができる。慣用的圧密解析法とその問題点について説明できる。軟
弱地盤における土木工事とその問題点について説明できる。土の構成式の基本的な考え方が理解できる。弾塑性構成式（カ
ムクレイモデル）によって土の変形を予測できる。

地理空間情報特論 2 単位　Advanced Geoinfomatics
　社会インフラを構成する膨大な情報を位置と時間をコアに効率的に管理する「空間情報社会」および、いつでも、どこで
も、誰でも、どんなものからでもネットワークにつなぐことのできる「ユビキタス社会」の実現にはＩＴ技術、ＩＴＳ技術、
空間情報工学などが不可欠である。本講義では、第５の社会基盤と称されている地理空間情報の概念について教授する。
目標：空間情報工学おける３Ｓ技術（ＧＩＳ、ＧＮＳＳ、リモートセンシング）の概要について説明できる。地理空間情報
活用推進基本法について説明できる。ＩＴ技術およびＩＴＳ技術と地理空間情報の関連および活用法について説明できる。



工学研究科

環境土木工学専攻 Graduate Program in Civil and 
Environmental Engineering

博士前期課程

構造設計学特論 2 単位　Advanced Structural Design
　社会基盤施設を構成している多種多様な環境土木構造物は、安全性などに対してどのような考え方や指標で設計されてい
るのか各種設計法を中心に講義を行う。内容的には、社会基盤施設に要求される社会的要因、保持すべき力学的機能、許容
応力度設計法、信頼性設計法および限界状態設計法、性能照査型設計法、各種設計法の特徴・留意点・問題点などを学習す
る。さらに、耐震設計法も学習する。

応用科目

水環境特論 2 単位　Advanced Water Environment
　海や川には多様な水の運動がある。水の運動を管理して、自然環境と共存する水空間を創出することについて学ぶ。これ
は、単に魚礁の設置方法を学ぶというようなことではない。自然環境と生物の生息環境を安定化させ、かつ、持続性のある
水空間の開発を可能にする方策を学ぶことである。講義では海岸工学、河川工学、数値流体力学、生物学などの多岐にわた
る分野について理解し、水環境に関連した社会基盤施設と自然環境の調和について学習する。

目標：構造物に要求される社会的要因、保持すべき機能が理解できる。構造物の設計に対する安全性などの考え方や指標が
理解できる。各種設計法の内容・特徴・留意点・問題点などが理解できる。各種設計法の時代的推移が理解でき、構造物の
設計に対して統合的な設計論を説明できる。

目標：水の運動と数値モデルとの関係を説明できる。水の運動から自然環境や社会基盤施設を防護するための方策を説明で
きる。海や川での生物の生息環境を安定化させるための指標や方策が説明できる。水空間に社会基盤施設を設置した場合に、
施設が周辺環境に与える影響を理解できる。



工学研究科

環境土木工学専攻 Graduate Program in Civil and 
Environmental Engineering

博士前期課程

環境土木工学統合特論Ⅰ 4 単位　Comprehensive Study on Civil and Environmental Engineering I
　我が国においては、多くの土木構造物が供用されており、豊かな国土を形成している。しかしながら、建設から既に 40
～ 50 年間以上が経過する構造物も増えており、“ 材料劣化 ” が顕在化している。このような背景を踏まえ国土交通省では、
鉄筋コンクリート構造物の「塩害」と「アルカリ骨材反応」および鋼構造物の「疲労」を三大損傷と位置づけ、重点的な対
策を検討している。したがって、今後の日本では、新設構造物の建設のみならず、既設構造物の維持管理も、環境土木技術
者の重要な役目である。本科目では、土木構造物の経年劣化に対するメンテナンス技術を理解し、安全で安心な市民生活を
守る方法を考える。また、既存構造物は本より、新規の土木構造物を資産（アセット）として捉えて管理（マネジメント）
するアセットマネジメントの考え方を理解する。

モジュール統合科目

環境土木工学統合特論Ⅱ 4 単位　Comprehensive Study on Civil and Environmental Engineering II
　地理情報システム（ＧＩＳ）を用いて二次元または三次元の電子地図上に位置情報を付加し表示する手法について演習す
る。また、ＧＮＳＳで取得したデータを電子地図上に表示する。これらの演習で用いるベースマップ（基図）は原則として
インターネットから無償でダウンロードできるデータ（基盤地図情報など）や電子国土を用いる。なお、使用するＧＩＳソ
フトウェアは学部２年次の測量学Ⅱおよび３年次の環境土木専門実験・演習Ⅲなどで使用したソフトウェアを用いる予定で
あるため、事前の復習が必要となる。

目標：鉄筋コンクリート構造物における劣化（例えば、塩害など）について、実験を通じて現象を理解し、メカニズムを説
明できる。また、その実態を既存構造物で調査し、劣化状態を診断できる。さらに、演習を通して、合理的な対策法を選択
できる。

目標：地理情報システム（ＧＩＳ）で用いるラスターデータ・ベクターデータについて説明できる。ＧＮＳＳの概要および
データ取得方法と電子地図上への表示方法について説明できる。電子国土または使用する電子地図データについて理解し説
明できる。

環境土木工学統合特論Ⅲ 4 単位　Comprehensive Study on Civil and Environmental Engineering III
　東南アジアなどの開発途上国では、各種の土木構造物が必要とされている。そのため、日本政府は開発途上国に対してＯ
ＤＡを通してさまざまな大規模構造物の建設事業を行っており、国際貢献に寄与している。海外で行われている建設プロジェ
クトの視察、ケーススタディを通して、国際開発の実際を経験する。国際開発に関する課題について考察しその結果をプレ
ゼンテーションする。
目標：日本の建設会社が海外で構造物を建設する際の特徴を理解できる。発展途上国における建設現場を視察し、使用機材
や工期・工区などのハード環境を確認するとともに、複数国出身者が共同で作業するために心掛ける異文化交流などのソフ
ト環境を認識できる。日本国内と海外の建設段階における実施方法の違いを説明できる。



工学研究科

環境土木工学専攻 Graduate Program in Civil and 
Environmental Engineering

博士前期課程

インターンシップ A 1 単位　Internship A
　産業界における企業のさまざまな活動について理解し、自らが専攻する専門の領域に加え、幅広い専門知識の必要性を学
ぶ。具体的には、経営品質の観点から「顧客本位に基づく卓越した業績を残す企業」のあり方、ならびにその企業の活動に
対するエンジニアの関わり方について理解を深め、実社会の中で複雑に絡み合う専門領域の実情を学習する。これにより、
自らが思い描く現時点のキャリア像を、社会から必要とされる技術者像へと近づけていくことが可能となる。また、社会か
ら必要とされる社会人基礎力について学び、そこに示される指標に基づいた自己分析を行う。

特別科目

インターンシップ B 1 単位　Internship B
　実際の企業の業務体験や、企業が提供する課題の解決案の提案などの業務を行うことにより、仕事の進め方や企業の技術
者として要求される知識・技術や人間力（社会人基礎力）などについての理解を深める。そして、自分が修得している知識、
技術および人間力と企業の業務遂行上必要な知識、技術の深さと広がり、および人間力の内容とレベルの相違を認識し、今
後自分が修得もしくは磨くべき項目を深く理解する。また、企業の社員との交流などから、業務の遂行に必要な人間関係の
重要性を理解する。就業体験を参考に大学院の修学計画を立案し、自分のキャリアデザインを再検討する。

目標：顧客本位に基づく卓越した業績を残す企業の特徴について説明する事ができる。企業の発展に寄与するエンジニアの
役割について理解できる。社会人基礎力に基づいた自己分析を行うことができる。

目標：インターンシップ先の企業概要が理解できる。的確な就業体験計画が立案できる。体験に必要な予備知識を調査し、
事前学習を行うことができる。業務体験や提供された課題の解決案を作成できる。作業実施記録や実施報告書を作成し、発
表または報告ができる。就業体験を基に大学院の修学計画を立案できる。

環境土木工学専攻特別講義Ⅰ Special Topics for Civil and Environmental Engineering I
　環境と共生する社会基盤の建設システムに関する企画・調査・設計および維持管理に関する最先端技術の動向に関する講
義を行う。
目標：環境土木工学関連分野の先端技術の内容と動向について説明できる。

副専修セミナー 2 単位　Minor Subject Seminar
　この科目においては、受講学生の所属する専修科目担当教員以外の大学院担当教員の下で、一定期間（２単位相当分）研
究活動を行う。その内容は、それぞれの担当教員の専門領域であり、それぞれ定める。この研究活動を通して、狭い研究領
域にとどまらず広い視野の下に既存の科学技術あるいは研究領域の融合、新しい領域の開拓に対処できる能力の獲得を目指
す。特に、実際の産業において活用できるような総合的な知識と応用力を身につける。

環境土木工学専攻特別講義Ⅲ Special Topics for Civil and Environmental Engineering III
　環境を考慮した施工管理技術、構造物の適切な維持管理技術および社会基盤設備の将来計画に関する最先端技術の動向に
関する講義を行う。
目標：環境土木工学関連分野の先端技術の内容と動向について説明できる。

環境土木工学専攻特別講義Ⅱ Special Topics for Civil and Environmental Engineering II
　自然環境の保全と活用を考慮した社会基盤の持続的な開発を可能にする最先端技術の動向に関する講義を行う。
目標：環境土木工学関連分野の先端技術の内容と動向について説明できる。


